
防災セミナーの内容は裏面をご覧ください。 

 
年度の総会は新型コロナウイルス感染予防のため，昨年に引続き書面議決で５月 12 日（木）に開催

しました。 

理事 3８名へ総会資料と書面表決書を送付し各議案へ賛否を求めました。議案は，第１号議案:令和２年度事

業報告について，第 2 号議案:令和２年度収支決算報告について，第 3 号議

中お見舞い申し上げます 
今年の正月三が日はうららかな日和に恵まれ，新しい年の幕が開けました。 

皆様方にはそれぞれ穏やかな時を過ごされたのではないかと拝察致します。 
小正月（1 月 15 日）の伝統行事である「とんど」を催された集落もあった

のではないかと思います。年神様が空へ帰っていくのを見送り，五穀豊穣や
無病息災などを祈る祭事である「とんど」。 

年末来「インフルエンザ警報」が発令される中，新型コロナウィルス感染症も
流行し始め，改めてともどもに「五穀豊穣」と「無病息災」を願うところです。 

旧暦では月の満ち欠けで日付を決めていたため，旧暦の 1 月 1 日は新月，1 月 15 日は 1 年で最初の満月となり

ます。古来より満月をめでたいとする風習があり，元旦を「大正月」と呼び，十五日を「小正月」と呼んで祝いました。 

 

 

■敬老事業 … 対象者 173 名 

９月 16 日(敬老の日)を基準日に，敬老事業対象者の皆様へ各地区役員を通じて
お祝いのメッセージとともに「お祝い品」をお渡しさせて頂きました。対象者は
173 名の皆さんで，本郷地区の全人口 669 人に占める割合は約 26％でした。益々
のご⻑寿と“光齢者”としてのご活躍を願っております。 

＊対象者：本年度中に 75 歳以上になられる方（4 月 1 日時点） 

■本郷地区グラウンドゴルフ大会 … 中 止 

10 月 19 日（土）に開催を予定しておりましたグラウンドゴルフ大会は，天候に
恵まれず急遽中止とさせていただきました。コロナウィルス感染症の関係でここ数
年開催を控えており，久方ぶりの開催を心待ちにしておられた方も多かったのでは
ないかと思いますが残念な結果となりました。   
＊本年度の「美土里グラウンドゴルフ大会」は３月 16 日（日）に総合運動公園で開催の予定です。 

■本郷地区防災セミナー … 参加者 18 名 

12 月 14 日（土）。安芸高田市危機管理課の蠣田様をお招きし，本年度の防災セミナーを開催しまし
た。広島県消防保安課の松浦様からもアドバイスを頂き，充実した内容となりました。 

当日の内容は裏面の市作成チラシをご覧下さい。 

なお、当日参加されていない世帯には当日のセミナー資料を配付させて頂きます。 
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本 年 度  こ れ ま で の 活 動 は …  

本年度の「冬季通学歩道除雪」につきましては，早朝積雪が概ね 20 ㎝以上の
時に“除雪ボランティア”の皆さんに交代で出動して頂いております。今季は有藤
在住の地域おこし協力隊員・下林悠治さんに新たに加わって頂きました。 

通学路歩道除雪について 



本郷地域防災セミナーを実施しました! 

 １２月１４日（土）、昨年度に引き続き令和６年度の防災セミナーを実施
しました。雪がちらつく大変寒い日ではありましたが、地域から１８名の参
加があり、皆さん熱心に受講されました。 
 セミナーの内容は以下写真付きで触れますが、特に市がオリジナルで考案
された「自分にとって必要な災害対策を自分自身で気付くことができ、その
対策を実際に進めていくための後押しになる取組み（Ｒ-ＤＩＧ）」は、地域
にお住まいの皆さんがこれからの災害に備えていくうえで、実効性のある有
用なものだと感じました。 
 これからもこのような活動を継続しながら、本郷地域の防災力向上に向け
て取り組んでいきますので、地域の皆さんにも協力いただけると幸いです。  

2024年12月 日 本郷地域まちづくり協議会 発行 

↑ 市職員からの「今日のセミナーは皆さんにとって学びがありまし

たか？」との問い掛けに、全員が学びがあったと挙手されました。 

 防災講話 では、「気象用語や避難情報の意味」、「地震について」、「避難を渋る方へ避難の促し方」

などを教えてもらいました。また、災害に対して備えるべきこととして、つぎの4点を挙げられました。 

① 自分にとって安心・安全な避難場所を予め決めておく。 ② 3日～1週間程度の備蓄をしておく。 

③ 「大事なもの」を守る準備をしておく。 ④ 「自分の命は自分で守る」という意識を持ち行動する。 

 この4点は、皆さんが普段から備えておくべきことであったり、意識しておかなければならないことだと感じま

した。地域から被害を出さないためにも、何もない平時からの備えが重要だと改めて認識したところです。 

避難によって自分の命を守ることは他人の命を守

ることにもつながる、ということも学びました。 

← 避難所で提供さ

れる備蓄食料「アル

ファ化米」を試食し

てみました。 

普通の炊き込みご飯

と遜色ない食感と風

味で、皆さん驚かれ

ていました。 

↑ R-DIGの活動風景。大きな災害が発生した状況をイメージした

後、その前日に戻った想定で、災害が発生する翌日までに何が出来

るかを考えて付箋に書き出し、白紙に貼り付けていきました。 

当初「災害対策と言われても具体的に何をしたら良いか分からな

い」と感じていた人も、自分で自分に必要な対策に気付くことが出

来ていました。この「気付き」を得られたことは非常に大きいこと

だと感じています。 

付箋を貼り付けた紙は持って帰り、自分で書いた対策が出来たもの

から付箋を剥がしていくことで、目に見えて対策が進んだ実感も得

られることができ、災害対策が実効性を持つものになるとのことで

した。当日欠席された方にも是非取り組んでみてもらいたいです。 


